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【イルミネーション】 
実証実験のスタートに合わせ、水車脇のツルヤ小諸店様の敷地をお借りしてイルミネーシ

ョンを設置。 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電力の利用状況 

当初設置したツリー型のイルミネ 
ーション（東信ジャーナル社提供） 
 
ＬＥＤ電球 ： 1200個 
消 費 電 力 ：   96Ｗ 
回 路 ： DC12V － AC100V 

インバーター  
４０～７０Ｗ 

平成 18年春に設置したイルミネーション 
（東信ジャーナル社提供） 
 
冬期のツリー型から春の山をイメージした形

に変更。 
ＬＥＤ電球 ： 1000個 
消費電力  ：   80Ｗ 

発電式の様子 
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【カラクリ人形】 
  イルミネーションの光に加え、動きで水力発電の電力を実感してもらうために、水車脇

のツルヤ小諸店様の敷地をお借りしてカラクリ人形を設置。小諸市動物園のライオン「カ

イ」君をモデルに、チェロを弾くライオンの人形とした。（制作は発明家橋本金幸氏に依

頼） 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
【ルビーづくり実験】 
  信州大学工学部大石研究室と共同で、ルビーづくりの実験を実施。発電した電力をカー

バッテリーに蓄電し、ルビーをつくるための電気炉の電源として利用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

使用したバッテリー （９個使用） 
電圧：１２Ｖ 
普通充電電流：３．５Ａ 

消費電力  約 12Ｗ 
チェロを弾く手の他、首や口が動き、目も光

る。夜間でも見えるよう照明（8Ｗ電球２つ）
も取り付けた。 

ルビー作りの流れを説明する信州大

学池田研究室の学生 
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【打ち水用の水の汲み上げ動力】 
  発電した電力をバッテリーに蓄電し、長野県内一斉打ち水大作戦で使用する水を河川か

ら汲み上げるポンプの電源として利用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

使用した電気炉 
消費電力：６０～８０Ｗ 
約１１００℃で約２時間稼動 

できあがったルビー 
大きさ：約０．２～０．４ｍｍ 
きれいな六角両錐になっている。 

一級河川繰矢川からタンクに電動ポ

ンプを使って水を汲み上げ、ペットボ

トル１２０本に入れた。 
バッテリー：5個使用 

市役所ロータリーで行われた長野県内一

斉打ち水大作戦 
 
路面付近の気温は３７℃から４℃下がり

３３度になった。 
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【農産物直売所夕市の照明】 
  小諸市役所の駐車場で開催された市内の農産物直売所の夕市において、発電した電気を

バッテリーに蓄電して照明に利用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【電動アシスト自転車のバッテリー充電】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【その他】 
 ・市民まつり「みこし」において、発電した電力をバッテリーに蓄電し、小諸市観光協会

の神輿等のライトアップ電源に利用。 

照明：１００Ｗ電球４個 
バッテリー：５個使用 

夕市のテントに啓発用に掲示したパネル 

小諸市役所にある電動アシスト自転車 電動アシスト自転車のバッテリー（左）と

充電器 
 
発電量を表示するボックスの内部バッテ

リーと充電器を収納して充電することが

できた。消費電力 ６０Ｗ 


